
「鑑定不正」河合潤＝著 日本評論社＝刊 2021/8

和歌山カレーヒ素事件(1998)の鑑定不正を
主張する本

林真須美家にあったヒ素と事件現場で発見
されたヒ素が同一由来であったとする科警
研の鑑定が不正であると立証している



鑑定資料A～E：林真須美家にあったヒ素

鑑定資料G：事件現場にあったヒ素

【科警研鑑定(図表７) 】

不純物微量元素濃度を100万倍して対数で表示

【河合意見書(図表11) 】

Aの不純物微量元素濃度を1としてB～GのAに対する比
を表示



対数関数y=log(x)は元の値xが
大きければ大きいほど傾きが
小さくなる。

100万倍して対数をとればxの
偏差を意図的に小さく見せる
ことができる。

例えば、コンビニ強盗事件で防犯カメラには身長170cmの犯人が映っていて、
捕まえた容疑者が身長150cmであっても、100万倍して対数をとると

170cm→log(170×1000000)=8.23044892138…

150cm→log(150×1000000)=8.17609125906…

と0.66％の誤差となり、同一人物と鑑定できる。



このトリックは分析化学の話ではなく、高校数学Ⅱレベルの話である。

林真須美死刑囚の再審原告団の弁護士ですら、河合氏(京都大学大学院
工学研究科教授)に指摘されるまでこのトリックに気づかなかった。

「専門家バイアス」

和歌山地裁、大阪高裁、最高裁の裁判官たちはこのトリックに気づいて
いたのに、あえて検察よりの死刑判決を書いた疑いがある。

これで死刑になるのなら日本も北朝鮮と変わらない。

「官僚主義」(官は無謬である)



「JAL裁判」青山 透子＝著 河出書房新社＝刊 2022/11

日航123便墜落事件(1985)のボイスレコー
ダー開示裁判記録

・ボイスレコーダー開示裁判原告へのJAL
の嫌がらせ

・東京地裁裁判官の不自然な交代

・被告(JAL)側代理人が判決前に結論を
知っていたかのようなふるまい

今後JALには絶対にのらない



参考：映画「Mommy」2024 (https://mommy-movie.jp/)
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